
 

平成２７年度第５回佐倉市行政評価懇話会 

 

１ 日  時 平成２７年１１月１０日（火）午後１時３０分～ 

２ 会  場 佐倉市役所 議会棟全員協議会室 

３ 内  容（議事） 

（１） 部局との意見交換 

（２） 平成27年度施策評価について 

（３） その他 

４ その他   

（１）事務連絡等（事務局）   

 

 

 

資料 

 ・資料１ 平成 27 年度評価対象施策（施策評価資料） 

 ・資料２ 平成 27 年度行政評価懇話会スケジュール  

 ・資料３ 3 章基本施策 2 説明資料 

 ・資料４ 3 章基本施策 4 説明資料 

・資料５ 3 章基本施策 8 説明資料 

 

実施計画書（第３回改訂版） 

 その他参考資料 



 

資料１ 

平成２７年度評価対象施策（平成２６年度実施施策） 

章 基本施策 Ｐ 

3 

「心豊かな人づくり・まちづくり」 

～教育の充実、スポーツ活動の推進～ 

（２） 【佐倉学】 佐倉学を推進します 1 

（４） 【青少年育成】 家庭・地域と共に青少年を育むまちにします 6 

（８） 【地域のなかの学校】 
地域から信頼され地域に支えられる 

学校のあるまちにします 
11 
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平成２７年度佐倉市行政評価懇話会スケジュール（案） 

日 時（予定） 回数 内 容（予定） 

７月３0 日（木） 

（午後３時 2０分～） 
第１回 

・平成２６年度行政評価の報告 

・第 4 次佐倉市総合計画前期基本計画総括レポート

について 

・平成２７年度の行政評価について 

（行政評価懇話会意見交換対象基本施策の選択） 

・意見交換 

８月２８日（金） 

（午後１時００分～） 
第２回 

・対象となる基本施策についての企画担当説明 

（必要に応じて現場確認） 

・意見交換について 

９月 18 日（金） 

（午前 10 時～） 
第３回  ・現地視察 

10 月 21 日（水） 

（午後 1 時 30 分～） 
第４回  ・部局との意見交換（２～３基本施策） 

11 月 10 日（火） 

（午後 1 時 30 分～） 
第５回 ・部局との意見交換（２～３基本施策） 

11 月 24 日（火） 

（午後 1 時 30 分～） 
第６回 

・意見交換内容の確認 

・行政評価に関する全体的な意見について 

12 月 22 日（火） 

（午後 2 時 00 分～） 
第７回 ・意見書のとりまとめ 

１月 26 日（火） 

（午後 1 時 30 分～） 
第８回 ・意見書提出 

 

資料２ 
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３章基本施策２ 

佐倉学を推進します 

 

１ 佐倉学講座の実績について 

 
・佐倉学講座及びリレー講座の内容と参加者数について（Ｈ２３～２６） 
・アンケートの集計・分析結果について 
・受講者数とその傾向について 
 

２ 副読本の活用について 

 
・佐倉学実施状況調査・佐倉学副読本活用状況調査の結果について 
・小中学校で行う副読本を活用した授業の内容について 
 

３ 地域実践活動について 

 

・地域教育力として行う講座の内容について 
・学んだことが地域実践活動につながる事業の展開について 

 

４ 佐倉学の認知度について 

 

・佐倉学の認知度の向上について 
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３章基本施策２ 

佐倉学を推進します 

 

１ 佐倉学講座の実績について 

 
佐倉学講座及びリレー講座の内容と参加者数について（Ｈ２３～２６） 

【佐倉・城下町４００年記念事業：リレー講座】 単位：人

回 日程 テーマ 講師 会場 定員 申込者数 参加者数

1
8月27日（土）
13:30～15:30

「佐倉城下町の景観
－武家屋敷・町屋と寺社－」

濱島正士氏

国立歴史民俗博物館
名誉教授

国立歴史民俗
博物館

250 275 236

2
9月17日（土）
13:30～15:30

「佐倉の祭礼・江戸の祭礼」
山瀬一男氏

祭礼研究家
市立美術館 100 66 56

3
10月30日（日）
13:30～15:30

「新興武家地の誕生
－幕末期の佐倉江戸詰藩士の
移住をめぐって－」

岩淵令治氏

国立歴史民俗博物館
准教授

志津公民館 100 108 92

4
11月23日（水）
15:00～16:30

「佐藤志津
－佐倉が生んだ女性美術教育
の先駆者・女子美術大学の建
学とその精神－」

大村智氏

女子美術大学理事長

国立歴史民俗
博物館

250 236 211

5
12月17日（土）
13:30～15:30

「堀田氏家臣の「家」存続をめぐ
る人々の行動と意識」

藤方博之氏

千葉大学大学院
臼井公民館 100 114 107

6
平成24年
　2月4日（土）
　13:30～15:30

「佐倉城下町の景観を考える
－全国の城下町の例をみなが
ら－」

瀬戸達氏

全国町並み保存連盟
常任理事

市立美術館 100 72 81

7
平成24年
　3月17日（土）
　13:30～15:30

「夢さめみれば～日本近代洋
画の父・浅井忠～」

太田治子氏

作家
中央公民館 400 222 204

計　 1,300 1,093 987

【佐倉学歴史講演会（文化課共催事業）】

8
平成24年
　2月18日（土）
　13：30～15:30

「徳川政権下での佐倉
　－近世佐倉の前夜－」

柴裕之氏

東洋大学非常勤講師

国立歴史民俗
博物館

250 600 241

【佐倉学講座（公民館連携事業）】

9
平成24年
　1/11、1/18、
　1/25全３回

「楽しく見て学ぶ佐倉の鉄道講
座」

白土貞夫氏

鉄道史研究家

中央公民館
志津コミセン
現地視察

25 37 36

10
平成24年
　1/17～2/10
　全3回×2講座

「成田道を歩く－佐倉と深い関
わりのある歴史街道－」

八千代市郷土歴史
研究会

市立美術館～
成田山新勝寺

40 118 52

計 315 755 329

【社会教育課】 平成２３年度　佐倉学事業  実績　
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【佐倉・城下町４００年記念事業リレー講座】

回 日程 テーマ 講師 会場 定員 実績

1
8月25日（土）
10:00～12:00

「佐倉連隊と戦時下の佐倉」
安田常雄
神奈川大学大学院
特任教授

志津
ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

200 250

2
9月22日（土）

10：00～12：00
「歴史小説に描かれた幕末の佐倉－司
馬遼太郎『胡蝶の夢』－」

高比良直美
作家

市立美術館 100 101

3
10月27日（土）
13：30～15：30

「江戸の動物利用－動物考古学の視点
から－」

西本豊弘
国立歴史民俗博物館
教授

国立歴史民俗
博物館

250 53

4
11月10日（土）
12月1日（土）
9：30～12：00

「歴史の残影が佐倉を語る
（佐倉地区散策全2回）」

NPO一里塚 佐倉地区散策 20×2 47

5
１2月8日（土）
10：00～12：00

「海を渡ってきた古銭・貨幣」
高橋健一
酒々井町
文化財審議会副会長

臼井公民館 100 84

6
2月23日（土）

13：30～15：30
「江戸幕府の確立と土井利勝」
【文化課共催事業】

山本博文
東京大学大学院教授

国立歴史民俗
博物館

250 233

7
3月17日（日）

13：30～15：30
「佐倉に始まった順天堂の今日」

酒井シヅ
順天堂大学名誉教授

中央公民館 400 210

計 978

【佐倉学事業】

日程 テーマ 講師 会場 定員 参加者

1
1/18、1/25、2/1
1/22、1/29、2/5
（全3回×2）

「成田道を歩く」（社教課）
八千代市郷土歴史
研究会

市立美術館～
京成成田駅

20
×2

25
25

2
9月2日（日）、
9月9日（日）
（全2回）

「民話・伝説・小説・映画・写真から佐倉
を詠む」（中央公）

高比良直美氏

作家
中央公民館 90

90
90

3

1月19日（土）、
2月2日、23日、
3月9日、
（全4回）

「印旛沼の文化と自然」（中央公）

中谷順子氏（作家）
NPO水環境研究所
鏑木行廣（郷土史家）
水面水産研究所

中央公民館 90

44
50
34
42

4 2月24日（日）
「佐倉・城下町400年と土井利勝」
（中央公）

柴裕之氏

東洋大学非常勤講師
中央公民館 100 76

5

1月15日（火）、
1月23日（水）、
1月30日（水）
（全3回）

「楽しく見て学ぶ鉄道講座」
（根郷公）

白土貞夫氏　ほか

鉄道史研究家

佐倉市内
成田市内

30
14
16
25

6

9月29日（土）、
10月6日（土）、
10月20日（土）
（全3回）

「年貢道を歩く」（根郷公）

斎藤雄氏
座間功氏

佐倉歴史案内ｶﾞｲﾄﾞ

根郷公民館 25
23
18
13

計 585

【社会教育課】　平成２４年度　佐倉学事業　実績
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回 日程 テーマ 講師 会場 定員

1
8月24日（土）
10:00～12:00

時代小説に描かれた佐倉
「野村胡堂－町人十万石－」

高比良直美
作家

志津
ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

400 237

2
10月20日（日）
10：00～12：00

堀田正睦
鏑木　行廣
元成田高校教諭

美術館 100 97

3
11月17日（日）
10：00～12：00

成田山と市川団十郎
小倉　博
成田山霊光館

臼井公民館
集会室

100 69

4
12月8日（日）

10：00～12：00
老中松平乗邑とその時代

髙橋　健一
酒々井文化財審議会

臼井公民館
集会室

100 113

5
1月26日（日）

13：30～15：30
佐倉の水辺環境

倉西　良一
千葉県立中央博物館

中央公民館 100 34

6
2月15日（土）

13：30～15：30

房総里見氏と佐倉
～千葉氏との関係を中心に～
文化課共催事業

滝川　恒昭
船橋二和高校

国立歴史民俗
博物館

250 216

7
3月1日（土）

13：00～15：00

雪を科学する殿さま 土井利位
～古河藩主土井利勝から受け継
がれる好学の気風～

永用　俊彦
古河歴史博物館

中央公民館 400 90

計 856

日程 テーマ 講師 会場 定員 参加者

21

23

21

21

19

20

9月1日（日） 94

9月8日（日） 78

3 9月25日（水）
楽しく学べる和田地域塾
（和田公）

水環境研究所
岩井久美子氏

和田地区 20 3

10月23日（水） 14

10月30日（水） 15

11月6日（水） 13

11月21日（木） 17

11月28日（木） 20

12月5日（木） 38

12月14日（土） 8

1月26日（土） 6

1月18日（土） 31

1月26日（日） 28

2月2日（日） 24

2月9日（日） 中止

8 3月15日（土） 古今佐倉真佐子を歩く（中央公）
特定非営利活動法人

まちづくり支援ネットワーク佐倉
中央公民館 20 25

計 539

中央公民館 60

20
×2

佐倉市内
成田市内
銚子市内

25

1/14、1/21、1/28
1/29、2/5、2/19
（全3回×2）

20
×2

佐倉市内

「成田道を歩く」（社教課）
八千代市郷土歴史
研究会

20

5
楽しく見て学ぶ鉄道講座
（根郷公）

白土貞夫氏　ほか

鉄道史研究家

7
印旛沼の自然
（中央公）

村上勲氏

水環境研究所
岩井久美子氏・
白鳥幸治氏

佐倉･城下町400年歴史散策
（中央公）

6
特定非営利活動法人
一里塚

902

1

地産地消　佐倉コミュニティカフェを
学ぼう（志津公）

4
加藤富美子氏
ﾌｰﾄﾞｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

志津公民館

【佐倉・城下町４００年記念事業リレー講座】

【佐倉学事業】

市立美術館～
京成成田駅

「正岡子規『總武鐵道』から見えて
来るもの」（中央公）

中央公民館

【社会教育課】　平成２５年度　佐倉学事業　実績

実績

高比良直美氏
作家

 



平成 27 年第 5 回行政評価懇話会（平成 27 年 11 月 10 日）                    資料３ 

- 5 - 

 

回 日程 テーマ 講師 会場 定員 参加者実績

1
8月23日（土）
10:00～12:00

佐倉惣五郎
鏑木　行廣
元成田高校教諭

志津
ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

400 261

2
　9月20日（土）
13：00～  ：00

「佐倉市史　考古編」
刊行記念講演会
市史編纂共催

市史編纂委員会 中央公民館 400 109

3
11月29日（土）
14：00～16：00

佐倉牧
小倉　博
成田山霊光館

臼井公民館
集会室

100 30

4
12月7日（日）

13：30～15：30
浅井　忠

中松　れい
千葉県立美術館主任
上席研究員

中央公民館
学習室３

100 40

5
1月24日（土）

10：00～12：00
最後の藩主堀田正倫と地域

宮間　純一
宮内庁書陵部図書課

佐倉厚生園病
院記念館

130 113

6
2月15日（日）
13:30～15:30

旧堀田正倫庭園
田畑　貞寿
千葉大学名誉教授

国立歴史民俗
博物館

250 136

7
3月15日（日）

13：00～15：00
依田学海

白石　良男
元佐賀大学教授

中央公民館 150 174

計 863

日程 テーマ 講師 会場 定員 参加者実績

24

24

25

21

19

16

10月22日（水） 9

10月29日（水） 11

11月5日（水） 12

11月26日（水） 12

11月8日（土） 40

11月22日（土） 33

11月11日（火） 20

12月2日（火） 13

1月25日（日） 64

2月8日（日） 70

3月14日（日） 4

3月22日（日） 10

7 3月18日（水）
古今佐倉真佐子を歩く
（中央公）

特定非営利活動法人

まちづくり支援ネットワーク佐倉
佐倉市内 20 24

計 451

【佐倉・城下町４００年記念事業リレー講座】

【佐倉学事業】

市立美術館～
京成成田駅

「メディアに見る佐倉の現代史」
（中央公）

中央公民館

【社会教育課】　平成２６年度　佐倉学事業　実績

内田儀久氏
満開佐倉文庫館主

3

1

地産地消　佐倉コミュニティ
カフェを学ぼう（志津公）

2
加藤富美子氏
ﾌｰﾄﾞｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

志津公民館

4
楽しく見て学ぶ鉄道講座
（根郷公）

白土貞夫氏
鉄道史研究家

美術館
千葉市内

講演会100

見学会13

1/6・13・20(火)
1/9・26・23(金)
（全3回×2）

「成田道を歩く」（社教課）
郷土歴史
研究家

90

20

20
×2

6
佐倉・城下町４００年歴史散策
（中央公）

特定非営利活動法人
佐倉一里塚

佐倉市内
各回

20

中央公民館 505
印旛沼今昔
（中央公）

小林裕美氏
千葉県立中央博物館
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アンケートの集計・分析結果について 

申込者数 215
出席者数 174
出席率 80.9%
アンケート提出者数 122
アンケート回収率 70.1%

①年齢

20歳代 0 0.0%
30歳代 0 0.0%
40歳代 1 0.8%
50歳代 1 0.8%
60歳代 64 52.5%
70歳以上 56 45.9%
計 122 100.0%

②性別

男 84 68.9%
女 34 27.9%
無回答 4 3.3%
計 122 100.0%

③リレー講座の参加回数は？

初めて 26 36.1%
2回 16 22.2%
3回 27 22.1%
4回 21 17.2%
5回 19 15.6%
6回 6 4.9%
7回 5 8.9%
無回答 2 1.6%
計 122 100.0%

④郷土佐倉に愛着、誇りを持てましたか？

すごく持てた 15 12.3%
持てた 71 58.2%
少し持てた 21 17.2%
持てなかった 4 3.3%
どちらともいえない 6 0.0%
無回答 5 4.1%

計 122 100.0%

⑤来年度もリレー講座に参加したいですか？
ぜひ参加したい 49 40.2%
参加したい 66 54.1%
参加したくない 1 0.0%
どちらともいえない 3 2.5%
無回答 3 2.5%
計 122 100.0%

⑥今後のリレー講座で学びたいテーマは？
１　歴史 ・幕府開闢当時の佐倉

・土井利勝と築城

・佐倉と戊辰戦争

・佐倉連隊

・順天堂の業績

・佐倉藩士の日常

・御成り街道

・印旛沼干拓

・臼井の歴史

・幕末の佐倉

・古今佐倉真佐子

・平将門

・本佐倉城

・志津地区の歴史

・市内麻賀田神社

２　自然 ・下総台地の自然

・佐倉の湧水

・水鳥の生体

３　文化 ・佐倉出身の作家

・佐倉の民話

・正岡子規の佐倉での足取り

・佐倉の祭礼

・佐倉茶

・佐倉と相撲

４　人物 ・堀田正盛、堀田正信

・佐藤志津

・西村茂樹、勝三

・松本良順

５　講師 ・山本博文

・中村彰彦

・宮間純一

平成２６年度　佐倉・城下町400年記念リレー講座　参加者アンケート集計

20歳代 40歳代 50歳代

60歳代70歳以上

男

女
無回答

初めて

2回

3回

4回

5回

6回 7回 無回答

すごく持て

た

持てた

少し持て

た

持てな

かった

どちらとも

いえない

無回

答

ぜひ参加

したい

参加したい

参加したく

ない

どちらとも

いえない
無回答
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受講者数とその傾向について 
○アンケートより 

  ・受講者は６０歳以上の市民の割合が高く、男性が７割を占めている。 
・複数回受講している方は６割近くにのぼっている。 

    ・９割以上の方が、講座を受けたことで佐倉への愛着を感じたり深めたりしている。 
    ・講座への参加希望は多く、市民ニーズは高いと考えられる。 
  ○全体の傾向として 

・平成２６年度の講座受講者は合計１３１４人であり、ほとんどが市民である。 

    ・定員内であれば、市外の参加者も受け入れている。 

・佐倉学講座の受講者は、６０歳以上の一般市民が大半を占めている。 

・リピーターも多く、毎年楽しみにしている受講者も見られている。 
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２ 副読本の活用について 

 
佐倉学実施状況調査・佐倉学副読本活用状況調査の結果について 

 

佐倉学実施状況調査 ～H26「佐倉市学習状況調査」児童・生徒意識調査より～ 

 

 

 

 
そう思う 

どちらかというと

そう思う 
どちらかというと

そう思わない 
思わない 

小１ 55.4 27.3 10.6 6.2 
小２ 50.3 32.8 12.8 3.9 
小３ 52.3 31.7 11.5 4.4 
小４ 41.8 37.0 15.6 5.5 
小５ 30.8 42.8 17.8 8.2 
小６ 25.2 42.5 24.3 7.9 
中１ 15.1 38.2 30.3 16.3 
中２ 10.9 32.8 37.5 18.3 
中３ 12.0 33.7 36.2 18.0 

 

① 

① 

② 

②

③

③ 

④

④

⑤ 

⑤
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そう思う 

どちらかというと

そう思う 
どちらかというと

そう思わない 
思わない 

小３ 43.9 33.8 14.4 7.6 
小４ 34.4 37.0 18.7 9.8 
小５ 28.9 38.8 20.7 11.3 
小６ 25.9 38.4 24.2 11.4 
中１ 14.9 34.8 31.2 19.0 
中２ 11.8 30.7 34.7 22.3 
中３ 13.9 30.2 33.8 22.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

① 

② 

②

③

③ 

④ 

④ 
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道徳副読本活用状況調査（H26） 実践した学年と資料 

【小学校】 

【中学校】 

 
 
 
 
 
 

 

学力学習状況調査（H27） 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と回答した割合 

今住んでいる地域の行事に参加していますか 

区分 児童 生徒 

佐倉市 ６８．１ ４２．３ 

千葉県 ５９．２ ３９．０ 

全国 ６６．９ ４４．８ 

 

地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がありますか 

区分 児童 生徒 

佐倉市 ６６．３ ５９．１ 

千葉県 ６３．６ ５５．３ 

全国 ６３．９ ５５．９ 

 

地域や社会をよくするために何をするべきかを考えることがありますか 

区分 児童 生徒 

佐倉市 ４４．１ ３５．７ 

千葉県 ４４．３ ３２．５ 

全国 ４４．８ ３２．９ 

 

人物 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 合計 

津田梅子 6 15 4 4 2 4 35 

堀田正倫 0 1 11 4 4 4 24 

佐藤泰然 0 0 2 21 3 3 29 

西村茂樹 0 0 0 3 4 5 12 

津田 仙 1 2 3 2 13 4 25 

浅井 忠 0 0 0 2 0 11 13 

合計 7 18 20 36 26 31 138 

人物 1 年 2 年 3 年 合計 

堀田正睦 9 2 1 12 

西村茂樹 2 4 0 6 

西村勝三 0 2 4 6 

合計 11 8 5 24 
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小中学校で行う副読本を活用した授業の内容について 
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３ 地域実践活動について 

 

地域教育力として行う講座の内容について 

  佐倉学では、郷土佐倉に対する誇りや愛着心を育み、地域づくりへの主体的な参加や学

ぶ意欲の向上を目指しています。この趣旨を受け、市内の各小中学校や公民館等の社会教

育施設で学ぶ機会を提供しています。市民がより佐倉に愛着を深められるよう、豊かな自

然や歴史、優れた先覚者等を学べる講座を企画、実施しています。 

 

学んだことが地域実践活動につながる事業の展開について 

  地域実践活動に直接つながる内容での講座は実施していませんが、佐倉学講座を受けた

方々が郷土佐倉に愛着を持ち、公民館等を拠点として地域貢献する市民講師や活動団体と

なって活躍しています。 

  （佐倉コミュニティカフェ 和田地域学 臼井八景巡り 等） 

 

 

４ 佐倉学の認知度について 

 

佐倉学の認知度の向上について 

  市民意識調査による佐倉学の市民認知度は低下傾向にあります。佐倉学講座は、社会教

育課主催以外にも、市内全公民館で毎年実施しており、多くの市民が参加しています。認

知度が低下している原因として、次の内容が考えられます。 

①「佐倉学」としてのＰＲが足りない。 ②講座の受講者の減少 

  ①については、佐倉学講座の実施の際には、初めに「佐倉学」事業の一環である旨の説

明をし、終わりには「佐倉学」としての振り返りを行うようにする等、佐倉学の趣旨をし

っかりと明示する場を設けていきます。 

  ②については、アンケート等から市民のニーズをより的確につかんでテーマを設定する

等、幅広く市民が参加できるよう内容や周知の方法について工夫していきます。 
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３章基本施策４ 

家庭・地域と共に青少年を育むまちにします 

 

１ 宿泊体験学習について 

 
・通学合宿について 
・交流合宿について 
 

 

２ 子育て理解講座について 

 

・講座内容について 

・実施実績について 

 

 

３ 家庭教育学級について 

 
・家庭教育学級の内容について 
・運営研修会について 
・課題点について 

 

４ 成人式について 

 

・成人式及び成人式運営委員会の課題について 

・印旛管内自治体以外の県内、近隣他県の成人式の参加率について 

 

 

５ 佐倉市の青少年について 

 
・佐倉市の青少年の傾向、特徴について 
・佐倉市の青少年活動団体の名称と活動状況について 
 

６ 佐倉市のＰＴＡについて 

 

・佐倉市のＰＴＡの現状について 

・佐倉市の課題認識と改善の取り組みについて 
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７ ヤングプラザについて 

 
・ヤングプラザの現状と今後の活用について 

 

 

８ 子育て支援担当部局との連携について 

 
・現状・課題認識について 
 

 

９ 佐倉市の教育について 

 

・佐倉市の教育の長所・短所について 
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３章基本施策４ 

家庭・地域と共に青少年を育むまちにします 

 

１ 宿泊体験学習について 

 
通学合宿について 

○通学合宿とは 
異年齢の子どもたちが親元を離れ、青少年施設や公民館等で一定の期間、寝食を共にし、

日常生活の基本を自分自身で行いながら学校に通う活動をいう。    
 
  ○目的 

子ども 親元を離れて異年齢集団で生活体験を行うことにより、自主性、協調性を高め

心豊かでたくましく生き抜く力を育む。 

家庭  一定期間、子どもと離れて生活することで、日頃の親子関係を見直し、家庭の

教育力向上を目指す。 

地域  地域の方々や保護者が、共に子どもの生活体験活動にかかわることにより、地

域のつながりを深め、地域の教育力のさらなる向上を目指す。 
 
  ○佐倉市の取り組み状況（２７年度） 

地区 時期 主催 備考 定員 参加 

志津地区 
6／7～10 
３泊４日 

社会教育課 
志津小・下志津小・王子

台小が１年ごとに実施。 
２１ 

１９ 
志津小

根郷地区 
6／21～24 
３泊４日 

根郷公民館 
根郷小・寺崎小・山王小

に参加募集をして実施。 
２１ 

２１ 
３校 

内郷地区 
9／27～10／2 

５泊６日 
実行委員会 

(社会教育課)
内郷小単独で実施。 ２１ 

１４ 
内郷小

佐倉地区 
9／27～30 
３泊４日 

中央公民館 
佐倉小と佐倉東小が１年

ずつ交互に実施。 
２１ 

２１ 
佐東小

 
  ○アンケート結果（２７年度 志津小） 
    参加児童 ①次回も参加したいか 
           参加したい １２人  参加したくない ０人 
         ②通学合宿で学んだことがあるか 
           ある １２人  ない ０人  （料理、洗濯、協力すること等） 
    保護者  ①通学合宿の目的を感じることができたか 
           感じた １１人  少し感じた １人  感じなかった ０人 
         ②来年もお子さんを参加させたいか 
           ぜひ参加させたい 10 人 参加させてもいい 2 人 参加させたくない 0 人 
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  ○日程表（２７年度 志津小） 

６月 ６月７日(日) ６月８日(月) ６月９日(火) ６月１０日(水)

5:00 1班起床（朝食準備） 2班起床（朝食準備） ３班起床（朝食準備）

5:30

6:00

7:10

8:00

10:00 受付開始

10:30 開講式

11:00

11:30

12:00

12:30 食事

13:00

13:30

14:00

14:30 1・2・3班 食材買出

15:00

15:30

15:50

16:20 １班 夕食準備 ２班 夕食準備 ３班 夕食準備

２班　自由時間 ３班　自由時間 １班　自由時間

３班　風呂掃除 １班　風呂掃除 ２班　風呂掃除

17:00 ３班 入浴 1班　入浴 2班　入浴

17:30 2班 入浴 ３班　入浴 １班　入浴

18:00

18:30

19:00 １班片づけ・入浴 ２班片づけ・入浴 ３班片づけ・入浴 解　　散

（１９時予定）

20:00

20:30

21:00

21:30

学　　校

大掃除

夕　　食 閉講式

全員起床

登校　（7：40着）

朝食　

就　寝　準　備

就　　寝

学習・日記・話し合い

夕　　食

メニュー決め

下  校

感想まとめ

夕　　食

班目標決め
メニュー決め

 
 
 
交流合宿について 

○目的 

市内の学校間において、他校の児童同士が生活体験や寝食等を通じて新たな交友を 

広げるとともに、地域理解、他者理解を深め、児童の社会性育成の一助とする。 

市内唯一の小規模特認校の弥富小学校を主会場とすることで、他地区の児童、保護 

者の弥富地区の魅力を知る機会とする。 
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○対象 
    市内小学生 ３～６年生希望者  

 
○過去の参加状況 

年 月 日 人数 内訳 

H 22 8／19～20 （弥富小・公民館） 22 名 弥富 10 名・西志津 12 名 

H 23 8／19～20 （弥富小・公民館） 26 名 弥富 13 名・西志津 13 名 

H 24 
7／30   （西志津小） 
8／23～24 （弥富小・公民館） 

18 名 弥富 9 名・西志津 9 名 

H 25 
7／30   （西志津小） 
8／25～26 （弥富小・公民館） 

17 名 弥富 7 名・西志津 10 名 

H 26 
7／31   （武家屋敷・市民体育館）

8／24～25 （弥富公民館） 
27 名

弥富 9 名・西志津 9 名・ 
根郷 9 名 

H 27 
7／30   （武家屋敷・市民体育館）

8／23～24 （弥富公民館） 
30 名

弥富 14 名・西志津 5 名・ 
根郷 2 名・上志津 3 名・ 
志津 1 名・王子台 1 名・ 
臼井 2 名・寺崎 1 名 

 
○内容（２７年度） 

    ふれあい交流会（7／30） 

      会場  武家屋敷・佐倉市民体育館 

      内容  武家屋敷見学 ― 佐倉子どもカルタ ― 昼食 ― 室内レク（ユニカール） 

    交流合宿（8／23～24） 

      会場  弥富公民館 

      内容  １日目 ウォークラリー ― 風呂 ― 夕食 ― 星空観察 ― 就寝 

          ２日目 起床 ― 朝食 ― 真空パック作り ― 弥富散策 ― 昼食 

 

  ○アンケート結果（２７年度） 
    参加児童 ①参加して良かったか 
           良かった ２３人  少し良かった １人  良くなかった ０人 
         ②他の子と交流ができたか 
           よくできた １７人 少しできた ７人 できなかった ０人 
    保護者  ①お子さんを参加させて良かったか 
           良かった １８人  良くなかった ０人 
         ②来年もお子さんを参加させたいか 
           参加させたい １７人 今はわからない １人 参加させたくない ０人 
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２ 子育て理解講座について 

 

講座内容について 

  ○家庭科、総合的な学習の時間等の授業と連携した子育て理解学習の実施 

     助産師による子育て理解についての講演 

     経産婦、乳児との触れ合い、体験談 

     質疑応答  等 

  ○対象 

     市内中学生 

  ○運営分担  

社会教育課 … 各団体との連絡調整、講師依頼、謝金手続き 等 

     助産師会  … 講演担当、経産婦協力者調整 等 

     学校    … 会場準備、感想とりまとめ・報告 等 

 

実施実績について 

年 
東 

高校 
佐倉 

西志

津 

臼井

南 
井野 志津 根郷

臼井

西 
南部

佐倉

東 
臼井 

上志

津 

Ｈ16 ○ － － － － － － － － － － － 

Ｈ17 ○ － － － － － － － － － － － 

Ｈ18 ○ ○ ○ － － － － － － － － － 

Ｈ19 ○ ○ ○ － － － － － － － － － 

Ｈ20 ○ ○ ○ － － － － － － － － － 

Ｈ21 ○ ○ ○ ○ － － － － － － － － 

Ｈ22 ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － － 

Ｈ23 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － 

Ｈ24 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － 

Ｈ25 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － 

Ｈ26 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 

Ｈ27 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

３ 家庭教育学級について 

 
家庭教育学級の内容について 

○目的  集団学習を通じて、家庭教育に関する知識を深めるとともに、思いや悩みを

共有できる仲間づくりを進め、学級生それぞれの家庭の教育力の向上を図る。 
  ○対象  佐倉市立幼・小・中 全３５学級 
  ○回数  各学級年６回以上 
  ○内容  家庭教育の学習３観点に沿った講座等を学級ごとに計画、実施。 
       「知識の学びの場」「親育ちの場」「交流の場」   
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○実績例（２６年度） 

学級名 佐倉小学校 家庭教育学級 

年間学習主題 楽しく学んで親力アップ 

対象 全校児童の保護者の希望者 

実施日 学習テーマ 学習内容 講師等職氏名 

5 月 9 日 
開級式 ・校長先生のお話 

・年間計画を立てる 

佐倉小学校 

 校長 諸根彦之 

6 月 9 日 
身近な工場を見学しよう ２学期から始まる弁当作

りに役立てよう 

石井食品 

八千代工場様 

9 月 17 日 
楽しくお弁当作り  

子どもの食育について 

身近な食材で楽しいお弁

当を作ろう 

船橋市 

堀川望美先生 

10月21日 
骨盤動かしてる？ よさ

こい踊りでリフレッシュ

骨盤を整え、体感を鍛え

よう 

ユツキビクス 

柴田由希子先生 

11月17日 
市家庭教育講演会  

骨粗鬆症って何？ 
骨粗鬆症について知ろう 龍野一郎氏 

12 月 1 日 
子どもの身近に潜むネッ

トトラブルについて 

実例を見ながら学習しよ

う 
原田光久氏 

12月11日 

傾聴・聴く事で伝わる子

供の心を知ろう 
改めて聴く事を習い、子

供の心を理解しよう 

キャリアカウンセラ

ー 

 齋藤めぐみ先生 

2 月 7 日 

さくらヒューマントーク

人権について心から考え

る 

さくらヒューマントーク

に出席して、人権につい

て考えてみよう 

チベット民族 

バイマーヤンジンさ

ん 

2 月 16 日 

指を動かそう 

ワイヤーコサージュ作り

閉級式 

１年間の締めくくりにワ

イヤーコザージュを作り

ながら年度を振り返ろう

佐倉小学校 

保護者 後藤さん 

 
 
運営研修会について 

○目的  家庭教育学級の目的及び運営委員と家庭教育学級主事の役割の理解 

家庭教育学級の円滑運営のための事務手続きの理解 

  ○対象  家庭教育学級運営委員 家庭教育学級主事 約１２０名 
  ○回数  年１回（２７年度は４月２３日開催） 

○内容  ①研修「佐倉市の家庭教育の充実に向けて」（講師：教育センター指導主事） 

    ②事務説明会 
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課題点について 

○学校や運営委員によって、考え方や講座内容が変わり、負担感を感じながら行ってい

る学級もある。 
  ○講座に参加者が集まらない時がある。 

○他学級との交流がほとんどない。 
 
家庭教育学級の役員は１年ごとに変わるので、運営に不慣れな面も見られています。そ

のため、学校側より主事の先生を選出していただき、役員のアドバイザーとして支援をお

願いしています。 
参加者が集まらない講座については、講座の内容、時期、周知方法等の課題が考えられ

るため、主事の先生からの助言や支援、研修会での過去の実績の紹介等で、運営側をサポ

ートしています。 

 

 

４ 成人式について 

 

成人式及び成人式運営委員会の課題について 

現在の成人式は、落ち着いた雰囲気の中で実施され、会場となる佐倉市民音楽ホールの

定員の関係から、地区により３回に分けて行っています。 

成人式運営委員会については、概ね６月に委員を公募し、成人式に向けて話し合いなど

を重ねていきますが、年によっては、委員がなかなか集まらず、成人式に向けた動きが停

滞してしまうことが見受けられる時があります。 

 

印旛管内自治体以外の県内、近隣他県の成人式の参加率について 

成人式の出席率について、印旛管内自治体の出席率については、市として行政評価指標

の一つとしているので、例年、佐倉市が取りまとめ調査を行っているところです。印旛管

内自治体以外の県内自治体の参加率についての把握はしておりませんが、県が公表する県

下の平均参加率は下記のとおりとなっています。 

 

 22 年 23 年 24 年 25 年 26 年 27 年 

佐倉市 70.8％ 77.3％ 77.3％ 73.9％ 75.3％ 74.2％ 

県平均 69.8％ 70.6％ 70.5％ 72.3％ 73.9％ － 

※平成 25 年成人式は降雪 
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５ 佐倉市の青少年について 

 
佐倉市の青少年の傾向、特徴について 

これまでの学力学習状況調査を見ると、相対的に学力は、全国平均・県平均と比べ、概

ね良好と見られる結果となっています。また、体力について、スポーツテストの結果を見

ると、全国レベルで高い順位にある千葉県にあって、県平均と概ね同等の結果にあるもの

の、投てき種目については県平均をやや下回る傾向にあります。 

また、児童生徒の意識について見ると、学力学習状況調査の結果では、「ものごとを最

後までやり遂げてうれしかったことがある」や「難しいことでも失敗を恐れずに挑戦して

いる」割合が全国平均・県平均を上回っており、また「学校の決まりを守っている」、「い

じめはどんなことがあってもいけないことだと思う」という規範意識についても全国平

均・県平均を上回る割合となっております。 

これらの数値から、学力・体力・意識面において、相対的に佐倉市の青少年は、落ち着

いた傾向にあるとみられます。 

 

〔平成 27 年度学力学習状況調査〕 

小中の別 小学校 中学校 

科 目 国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 

内 容 主に知識 主に活用 主に知識 主に活用 主に知識 主に活用 主に知識 主に活用

佐倉市 73.8 67.2 76.7 45.5 77.5 66.8 63.7 41.6 

千葉県 71.5 64.5 74.7 45.1 76.0 65.7 63.4 41.6 

全国 70.0 55.4 75.2 45.0 75.8 65.8 64.4 41.6 

〔平成 26 年度スポーツテスト〕 

種目 市・県 
小４ 中２ 

男子 女子 男子 女子 

握力 
佐倉市 15.27 14.26 28.73 23.43 

千葉県 15.27 14.49 29.34 24.29 

上体おこし 
佐倉市 20.30 19.26 30.37 26.75 

千葉県 19.33 18.37 28.84 24.95 

長座体前屈 
佐倉市 32.82 36.12 46.61 47.94 

千葉県 32.37 36.47 46.93 48.77 

反復横とび 
佐倉市 42.85 39.82 52.53 47.58 

千葉県 40.87 38.86 52.91 47.32 

20ｍシャトルラン

（回） 

佐倉市 47.22 36.12 87.25 62.57 

千葉県 46.92 36.76 87.79 62.26 

50ｍ走 
佐倉市 9.49 9.85 7.84 8.67 

千葉県 9.50 9.77 7.79 8.63 
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立ち幅跳び（cm） 
佐倉市 149.37 142.21 199.05 171.78 

千葉県 148.31 142.09 198.57 172.99 

ソフトボール投げ＊ 
佐倉市 20.38 12.02 20.56 12.39 

千葉県 20.13 12.45 21.13 13.33 

＊中学生の種目はハンドボール投げ 

 

 

〔平成 27 年度学力学習状況調査〕「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と回答した割合 

ものごとを最後までやりとげて、うれしかったことがありますか 

区分 児童 生徒 

佐倉市 ９５．７ ９４．２ 

千葉県 ９４．４ ９３．９ 

全国 ９４．５ ９４．２ 

 

難しいことでも、失敗をおそれないで挑戦していますか 

区分 児童 生徒 

佐倉市 ７９．４ ７３．３ 

千葉県 ７５．５ ６９．７ 

全国 ７６．４ ６８．８ 

 

学校のきまりを守っていますか 

区分 児童 生徒 

佐倉市 ９２．８ ９６．０ 

千葉県 ９１．５ ９４．２ 

全国 ９１．１ ９４．４ 

 

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか 

区分 児童 生徒 

佐倉市 ９６．５ ９３．８ 

千葉県 ９５．９ ９３．０ 

全国 ９６．２ ９３．７ 
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佐倉市の青少年活動団体の名称と活動状況について 

児童青少年課が所管している青少年育成団体は次のとおりです。 

   

【佐倉市青少年相談員連絡協議会】 

青少年相談員制度は、県下で青少年活動を支援するボランティアとして、昭和 38 年に

設けられた県の制度で、これに対して、市も県と共に青少年相談員の委嘱を行っていま

す。１期３年の任期で平成 27 年度末を持って 18 期の活動が終了し、平成 28 年度から

19 期の活動が始まります。18 期は県下で 4,280 名の青少年相談員がおり、佐倉市では、

71 名の方に委嘱しています。 

   県には、千葉県青少年相談員連絡協議会、郡単位で印旛郡には、印旛地区青少年相談

員連絡協議会、佐倉市においては、佐倉市青少年相談員連絡協議会が組織され、それぞ

れ活動しています。 

   県連協では、昨年度、設立 50 周年事業を行い、記念式典、子どもたちを対象にしたダ

ンスイベント、記念誌の発行を行っています。印旛地区連協では、管内の子どもたちが

交流する事業として、少年の日・地域のつどい大会を行っています。 

   佐倉市青少年相談員連絡協議会は、7 つの地域組織から成り、各地区では、キャンプ

やたこ作り講習会などの開催のほか、地域のお祭りやゴミゼロ運動への協力などを行っ

ています。市連協では、全市的な事業として、ソフトドッジボール交流大会やたこあげ

大会、綱引き大会を展開しています。 

   

【佐倉市青少年育成市民会議】 

昭和40年９月に国の中央青少年問題協議会が行った青少年の非行対策に関する意見具

申等を契機として、同年11月に、国により国民の総力を結集した青少年健全育成のため

の運動が提唱され、青少年育成国民運動が展開されました。この国民運動を推進するた

め、昭和41年に(社)青少年育成国民会議が発足し、昭和42年度末頃までに、全国に青少

年育成都道府県民会議が結成され、市町村においても、相次いで青少年育成市町村民会

議が結成され，国民運動の推進を図ることとなりました。 

佐倉市においても、青少年育成国民運動に呼応するため、市が主体となって地域に働

き掛け、昭和57年10月に佐倉市青少年育成市民会議が発足し、その地区組織として、佐

倉地区をはじめ、臼井、志津、根郷、和田、弥富、千代田の７地区に地区住民会議が設

置されました。それぞれの構成は、ＰＴＡや青少年相談員、民生委員児童委員、スポー

ツ推進委員、保護司会、更生保護女性会、交通安全協会、市民憲章推進協議会、小中高

等学校等、子どもたちを取り巻く様々な関係機関から成っています。 

取組みとして、各地区住民会議では、非行防止のための夜間パトロールや地域交流ま

つりや軽スポーツ大会といった地域のつながりを強めるための活動、啓発としての標柱

の設置等を行っており、市民会議では、親子農業体験活動である畑の学校に取組んでい

ます。 

   

【佐倉市子ども会育成連盟】 

主に小学生を中心とした子どもたちの地域活動として、大字などの地域単位で子ども



平成 27 年第 5 回行政評価懇話会（平成 27 年 11 月 10 日）                    資料４ 

- 12 - 

 

会が組織され、様々な体験活動が行われています。それら子ども会活動の市単位での組

織が佐倉市子ども会育成連盟で、現在、38 団体 2,164 人が加盟しています。上部組織と

して、郡には印旛郡市子ども会育成連合会、県には千葉県子ども会育成連合会、国には

全国子ども会連合会があり、全子連は主に子ども会活動中のケガ等に備えるため、安全

共済会という共済保険を運営しているほか、各種講習の認定も行っています。 

   佐倉市子ども会育成連盟を構成する地区組織として、中央公民館が事務局を担ってい

る佐倉地区子ども会育成会連絡協議会、臼井公民館が事務局を担っている臼井地区子ど

も会育成会連絡協議会、根郷公民館が事務局を担っている南部地区子ども会育成会連絡

協議会があり、地区子連はないものの、志津地区の子ども会も加盟しています。 

なお、南部地区子ども会育成会連絡協議会には子どもたちの育成組織として、南部地

区ジュニアリーダーズクラブがあり、志津公民館を拠点に志津地区ジュニアリーダース

クラブが活動しています。 

子ども会活動は、育成者などの大人の手による運営ではなく、子どもの手による運営

が期待されているところで、子ども自身による子ども会の担い手を育成するため、ジュ

ニアリーダー認定講習会が行われ、初級は市町村子連単位で、中・上級は県子連が主催

しています。ジュニアリーダー初級認定講習会は、４月に小学５・６年生を対象に募集

を行い、５月から２月にかけて９回の講習会を実施しています。その他に、各地区子連

や関係団体と連携して子ども会中央交流フェスティバルという子ども会まつりを実施し

ています。 

   

【ボーイスカウト・ガールスカウト育成会】 

1900 年初頭にイギリスで始まったスカウト活動は、日本を含め世界中の様々な国で盛

んな活動が行われています。佐倉市では、昭和 24 年に発団した佐倉第１団からはじまり

４団まであり、それにガールスカウト千葉県連盟第 84 団が加わり、５団で育成会を構成

しています。 

事業としては、自然体験活動のほか、市関連事業の参加協力（佐倉朝日健康マラソン、

ごみゼロ運動など）、福祉活動の参加協力（清掃奉仕、施設慰問、募金活動など）に取

組んでいます。 

 

 

６ 佐倉市のＰＴＡについて 

 

佐倉市のＰＴＡの現状について 

  佐倉市には全ての公立幼小中学校にＰＴＡ組織（単位ＰＴＡ＝単Ｐ）があり、役員を中

心に子どもたちの健全育成を目指して各活動に取り組んでいます。この単Ｐを取りまとめ

ているのが佐倉市ＰＴＡ連絡協議会（市Ｐ連）で、会長は１年任期で地区ごとにローテー

ションしながら運営しています。 

  （今年度は南部地区寺崎小学校が市Ｐ連会長および事務局） 
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佐倉市の課題認識と改善の取り組みについて 

  共働き等、働く親に対する負担感は佐倉市各校でも課題となっています。しかし、学校・

家庭・地域の連携協力の観点からもＰＴＡの活動は重要であるため、各校において、会員

へのＰＴＡ活動の理解協力を得るとともに、役員選出にあたっては、一部の人に負担がか

からないようそれぞれ配慮、工夫等を行っています。 

  市Ｐ連では、研修会や視察、懇親会等の場を設け、情報交換等を通し、会員相互の親睦

を深め、単Ｐの発展に寄与しています。 

 

 

７ ヤングプラザについて 

 
ヤングプラザの現状と今後の活用について 

平成 27 年４月から指定管理者制度を導入して３期目となり、あらたにシダックス大新

東ヒューマンサービス株式会社が、指定管理者となり佐倉市ヤングプラザを運営していま

す。これまでの指定管理者にはなかった取組みとして、施設の外へ出て社会を学んだり、

乳幼児向けの事業を展開するなどし、これまでの中高生向けの事業に加え、多様な事業に

取り組んでいます。また、利用者アンケートでは、指定管理者が変わって運営が良くなっ

たという割合が多く見られ、運営は概ね良好と見られます。 

今後の活用については、少子化の進展により、リピーターを増やしての利用者数の増加

も頭打ちになることが予想され、事業評価を量から質へと転換することも検討し、利用者

の当事者性を活かした事業展開が必要になってくるものと考えています。引き続き、青少

年にとって様々な体験や異年齢交流などができる青少年の居場所となるよう、より魅力的

な施設となるよう努めてまいります。 

 

〔佐倉市ヤングプラザの利用状況〕 

ヤンプラ利用状況 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

開所日数 359 359 359 183

利用者数 35,191 34,635 38,861 19,278

1 日あたり利用者数 98 96 108 105

多目的室利用組数 1,343 1,324 1,415 664

事業数 60 60 66 49

事業参加者数 1,286 962 1,829 1,095

年間指定管理料 21,087,000 21,049,512 21,418,732 21,000,000

＊平成 27 年度の数値は、年間指定管理料を除き上半期のもの  
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８ 子育て支援担当部局との連携について 

 
現状・課題認識について 
  子育て支援担当部局とは連携した事業等は行っていませんが、必要に応じて子育てに関

する情報の交換、共有をしています。また、次世代育成支援に関して、世代間交流の推進

事業や家庭教育力向上推進事業を展開するとともに、子育てを支援する生活環境の整備と

して、学校開放事業を行っています。 

 

 

９ 佐倉市の教育について 

 

佐倉市の教育の長所・短所について 

 長所 ・青少年を育む事業として宿泊体験学習（通学合宿）を推進し、子どもたちの健全

育成や地域教育力の向上に寄与している。  

※千葉県では通学合宿実施は５４市町村で２０市町（２６年度） 

地域の大学生や高校生、中学生が運営に協力  

地区社協、スクールガードボランティア等、地元住民の協力 

高校のセミナーハウス、青少年センター、南部地域福祉センター等の活用 

 

 短所 ・通学合宿の実施校が市内の約半数に留まっている。 

      宿泊施設、児童の送迎、運営体制等の問題 

      （交流合宿は今年度より全市対象） 
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３章基本施策８ 

地域から信頼され 

地域に支えられる学校のあるまちにします 

 

１ 不審者について 

・不審者といわれる状況について 
・不審者とみなす判断について 
  
２ スクールガードボランティアについて 

・スクールガードボランティアの方々の研修会について 

  

・スクールガードボランティアの募集について 

  

３ 学校評議員の意見や提言について 

・学校評議員の意見や提言を生かしていく方策について 

 

４ 教育ミニ集会について 

・教育ミニ集会の課題について 

 

５ 幼稚園の支援員について 

・平成２３年度に雇用した支援員のその後の雇用について 

 

・平成２３年度以降の支援員の補充について 

 

・「幼稚園新教育要領推進事業」と「手厚い幼児教育支援事業」との関連性について 

 

６ 地域に開かれた活動における地域まちづくり協議会や学校運営委員会との協力等につ 

いて 

・地域まちづくり協議会や学校運営委員会との協力事例について 

 

７ 地域に開かれた活動として目標としている他市事例について 

・佐倉市が目標としている他市事例について 
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３章基本施策８ 

地域から信頼され 

地域に支えられる学校のあるまちにします 

 

１ 不審者について 

・不審者といわれる状況について 
不審者といわれる状況は，外見や言動が不自然で，不快感や恐怖感を感じるよう

な状況をいう。 
 
平成２６年度不審者情報  ９件 

被害内容一覧 

 被害内容 件数 ≪その他（件）≫ 

 声かけ 3 切りつけ（０） 

 下半身露出 2 刃物所持男と遭遇（０） 

 抱きつき・身体接触 2 頭部殴打（０） 

 

 写真を撮られる・ビデオで撮影さ

れる 
0

 
猥褻玩具見せられる（０） 

 追いかけ・つきまとい 2 投石（０） 

 その他 0 連れ込み（0） 

 
計 9

 

 
平成２７年度不審者情報 １０件（１０月２６日現在） 

 ※今年度は１０月２６日現在で，昨年度の件数を上回っている状況である。 
被害内容一覧 

 被害内容 件数 ≪その他（件）≫ 

 声かけ 3 切りつけ（０） 

 下半身露出 2 刃物所持男と遭遇（1） 

 抱きつき・身体接触 2 頭部殴打（０） 

 

 写真を撮られる・ビデオで撮影さ

れる 
0

 
猥褻玩具見せられる（０） 

 追いかけ・つきまとい 2 投石（０） 

 その他 1 連れ込み（０） 

 
計 10
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・不審者とみなす判断について 
 【判断基準】 

①露出（下半身等） 
②声掛け 
③抱きつき（身体接触） 
④撮影 
⑤追いかけ つきまとい等 

 
２ スクールガードボランティアについて 

・スクールガードボランティアの方々の研修会について 

  年一回スクールガードフォーラムを開催しております。フォーラムの内容につき

ましては，警察署や消防署の方々の講演による研修と各地域の現状と課題などを話

し合う意見交換会を実施しております。 

・スクールガードボランティアの募集について 

各学校の現状により異なりますが，主に学校だよりやＰＴＡ会議，地域会議，声

掛けなどで募集しております。 

 

３ 学校評議員の意見や提言について 

・学校評議員の意見や提言を生かしていく方策について 

  開かれた学校づくりを一層推進していくため，教育委員会が，学校長の推薦のも

と，学校評議員を委嘱しております。 

  学校評議員には，校長及び園長の求めにより，各学校の教育目標及び教育計画に

関する事項，教育活動に関する事項，地域との連携の進め方に関する事項等，学校

及び幼稚園の運営に関して意見をいただいております。また，学区内の有識者，青

少年団体等の代表者，保護者等から幅広く人選しているため，様々な立場から，期

待や願い，子どもたちへの想いや新しい情報を伺うことができています。 

いただいた意見や情報を子 

どもたちへの指導・支援に生 

かすため，学校では，現在の 

学校や地域の実情，特色に応 

じ，できるだけ早く効果的な 

体制を整えるよう努めており 

ます。教育委員会におきまし 

ても，引き続き学校との連携 

を密にし，具現化に向けた取 

り組みを支援してまいります。 
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４ 教育ミニ集会について 

・教育ミニ集会の課題について 

教育ミニ集会は，学校職員と保護者を含む地域住民が，学校・家庭・地域の様々

な教育問題について話し合うことで， 

①地域住民の声を学校運営に生かす学校づくり 

②お互いを理解するとともに，子どもの教育に対して協力し合う環境づくり 

③地域コミュニティーの構築 

を目指して行われるものです。 

したがって，保護者はもとより，できる限り広く，そして，一人でも多くの地域

の方々に参加をしていただくことが課題となります。 

  現在，各学校区においては，概ね，教育ミニ集会の趣旨に添った形で行われてお

ります。今後も，これまで同様，意義ある集会となるよう，学校に対し，引き続

き，以下の点に 

ついて啓発してまいります。 

 ①学校，家庭，地域の実態を明らかにし，それらをもとに，テーマを設ける。 

 ②保護者や地域住民に，予め意見を持っていただく，また，広く参加をしていただ

くため，テーマを明示した開催通知を，学校だよりやホームページ，地域回覧等

を活用して行う。 

 ③活発な意見交換を図るため，実施内容・形態の工夫をする。 

（例） ・授業・行事・講演会等とあわせた開催 

・少人数グループによる話し合い 

・事前アンケート調査をもとにしたテーマ別分科会の開催  等 

 ④実施後は，集会の結果や出された意見を，学校だより等により保護者・地域に発

信し，フィードバックする。 

 

５ 幼稚園の支援員について 

・平成２３年度に雇用した支援員のその後の雇用について 

・平成２３年度以降の支援員の補充について 

・「幼稚園新教育要領推進事業」と「手厚い幼児教育支援事業」との関連性につい 

 

【目的】 
平成２０年３月に新幼稚園教育要領が制定され、平成２１年４月１日から施行され

ることにったことに伴い，新要領に対応した事業の推進を図る。 
 

（新要領の改正概要） 
 ・幼稚園教育と小学校教育との円滑な接続。（教職員の合同研修の充実） 
 ・体験と言葉の重視など，子どもや社会の変化に対応した幼稚園教育の充実（子育

て支援と預かり保育の充実）。 
 ・平成１９年６月の学校教育法の一部改正により，希預かり保育が位置付けられた



平成 27 年第 5 回行政評価懇話会（平成 27 年 11 月 10 日）                    資料５ 

- 5 - 

 

ことを踏まえ，幼稚園教育要領における位置付けの見直し。 
 ・保護者の子育てについての理解を深め，家庭や地域の教育力の向上。 
 
【事業】 
  千葉県ふるさと雇用再生特別基金事業補助金（補助率：１０／１０）を活用し，

委託業務により新幼稚園教育要領に基づく幼稚園教育の推進や預かり保育実施の

ための支援員を雇用するとともに，継続的な雇用機会の創出を図るための事業を実

施する。 
  事業名 対象 支援員 事業年度 

１ 
 

手厚い幼児教育

支援事業 

（市内私立幼稚園） 
① 佐倉城南幼稚園 
② 佐倉くるみ幼稚園 
③ さくら幼稚園 
④ 臼井たんぽぽ幼稚園 
⑤ 慈光幼稚園 
⑥ 小竹幼稚園 

幼稚園教諭 
各園１名 

平成２３年度 

２ 
幼稚園新教育要

領推進事業 
（市内公立幼稚園） 
 佐倉幼稚園 

幼稚園教諭 
   ２名 

平成２１年度～ 
平成２３年度 

業務内容（１，２共通） ※仕様書から抜粋 
（１） 新教育要領に基づいた研究業務（読み聞かせ等業務）   
（２） 預かり保育に関しての業務（受付業務、預かり保育等） 
（３） 園児登園期間外における業務（保育言語環境及び園庭環境） 
（４） 業務内容の確認・相談（指導計画及びきめ細やかな業務実施への対応） 
※ 平成２４年度以降については，慈光幼稚園で１名の継続雇用があり，正職として

雇用されている。また，佐倉幼稚園ではその後の雇用はありません。 
 

６ 地域に開かれた活動における地域まちづくり協議会や学校運営委員会との協力等につ 

いて 

・地域まちづくり協議会や学校運営委員会との協力事例について 

地域まちづくり協議会と学校運営委員会が組織されている学校は，４小学校ござ

います。そのうち，２つの組織が具体的に協力している事例としましては，下志津

小学校において，学校運営委員会の中の安全部会が開催しているスクールガード連

絡会議に，地域まちづくり協議会の安心安全部会の方が出席し，スクールガードボ

ランティアの募集に関しての広報活動に協力いただいております。また，毎年上志

津中学区で行っている「手作りキャンプ in 上中」の手伝いに，学校運営委員会及

び地域まちづくり協議会のメンバーが共に参加しているという事例がございます。 

  南志津小学校では，下志津小学校と一緒に地域まちづくり協議会が組織されてお

り，上記の他に地域防災の取組として「炊き出し訓練」を１１／１４に行う予定で

ございます。 
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  白銀小学校では，学校運営委員会の学校環境整備委員会と地域まちづくり協議会

の生活環境部会が協力し，校内外の環境整備や挨拶運動を一緒に行っております。

白銀小学校では，学校運営委員会及び地域まちづくり協議会がそれぞれ５つの組織

に分かれて対応しており，名称は異なるもののメンバーが重なっている方も多く，

可能な連携を図っている状況です。例えば，地域まちづくり協議会の生活環境部会

の中に，里山保全委員会があり，里山をつくり，保護している活動を行っています

が，この里山の利用について学校と連携した取組を行っている事例もあり，今年度

の市民学習発表会（１１ ／２８実施予定）で提案いただく予定になっております。 

 

７ 地域に開かれた活動として目標としている他市事例について 

・佐倉市が目標としている他市事例について 

文部科学省の実施している施策に「コミュニティ・スクール（学校運営協議会制

度）」があり，習志野市立秋津小学校はそのモデルケースのような形で，ホームペ

ージにも紹介されております。 

  佐倉市が実施している「学校運営委員会」と文部科学省が実施している「学校運

営協議会」はシステム等が異なるものであり，市は独自のシステムで本事業を展開

しているため，目標としている他市事例などはございません。 

 


